
新
郎
新
婦
の
お
名
前
と
式
を
挙
げ
た
日
付
を

お
書
き
し
ま
す
。

特
別
な
御
朱
印
帳
に
家
族
の
思
い
出
や

歴
史
を
刻
ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
な
御
朱
印
帳
に
家
族
の
思
い
出
や

歴
史
を
刻
ん
で
く
だ
さ
い
。

結
婚
記
念
の
御
朱
印
帳

初
宮
詣
り
御
朱
印

赤ちゃんが無事産まれたことを感謝し、これからの
健やかな成長と幸福、ますますの健康ををお祈りす
る人生儀礼です。当社では誕生から100日前後でお
まいりされる方が多くいらっしゃいます。赤ちゃんや
お母さんの体調や気候を優先してお考えください。

生まれてきてくれて
ありがとう。

生
後
約
１
０
０
日
前
後

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
報
告

安
産
祈
願
御
朱
印

お腹が大きくなり始め、安定期に入る妊娠5カ月目
頃、子宝に恵まれたことを神様に感謝し、お母さん
と赤ちゃんの健康、無事な出産をお祈りする儀礼で
す。戌の日が選ばれるのは、犬の出産が軽く多産で
あることから安産にあやかるためといわれてます。

無事に元気な赤ちゃんに
出会えますように。

妊
娠
５
カ
月
頃

無
事
の
出
産
を
祈
る

結
婚
式
御
朱
印

白
山
神
社
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
新
郎
新
婦
に
記
念
の
御
朱

印
帳
を
授
与
い
た
し
ま
す
。古
く
よ
り
日
本
で
は
人
生
の
節

目
で
あ
る
様
々
な
儀
礼
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。家
族

揃
っ
て
感
謝
し
、お
祝
い
を
す
る
こ
と
で
、神
さ
ま
と
家
族
と

の
繋
が
り
を
よ
り
強
く
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。人
生

儀
礼
の
た
び
に
、ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
神
社
に
お
参
り

し
、そ
の
際
に
人
生
儀
礼
御
朱
印
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

銀の七宝絵柄に金
の社名が入ったオ
リジナルの御朱印
帳です。
※白山神社で結婚
式を挙げた方に限
定で授与しており
ます。

婚
結結結

まま
定
す
定で
す

結

す。。す。

結
婚
式
御
朱
印

婚
結結



す
く
す
く
と
健
康
に

大
き
く
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

す
く
す
く
と
健
康
に

大
き
く
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

男
児
は
３
歳
と
５
歳
、女
児
は
３
歳
と
７
歳
に
お
祝
い
す
る

七
五
三
。平
安
時
代
に
行
わ
れ
た
３
歳
の「
髪
置
き
」、５
歳

の「
袴
着
」、７
歳
の「
帯
解
き
」の
儀
式
が
由
来
と
さ
れ
て
い

ま
す
。昔
は
今
ほ
ど
医
療
が
発
達
し
て
お
ら
ず
、子
ど
も
の

成
長
は
重
要
な
お
祝
い
事
で
、節
目
ご
と
に
長
寿
と
幸
福

を
祈
願
し
ま
し
た
。

七
五
三
宮
詣
り
御
朱
印

３歳、５歳、７歳
すこやかな成長を願って

新
潟
で
は
、11
月
は
天
候
が
不
安
定
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と

や
、お
祝
い
事
は
「
前
祝
い
」と
し
て
繰
り
上
げ
て
行
う
こ
と

を
「
吉
」と
す
る
事
か
ら
、早
め
の
9
月
や
、秋
晴
れ
の
晴
天
が

多
い
10
月
が
好
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

新
潟
の
七
五
三
宮
詣
り
の
時
期

男女とも数え年13歳で
おこなう祝い

十
三
詣
り
御
朱
印

4月13日前後に、数え年で13歳
のお子様が、初めて十二支が
一周したことをお祝いする「智
慧詣り」が行われます。女の子
は大人への仲間入り「本身は
じめ」、男の子は「半元服の祝
い」として厄除を祈願します。

おとなへの一歩、
健やかな成長に感謝。

20歳
大人の社会へ仲間入り

成
人
式
御
朱
印

1月の成人の日には、20歳に
なった男女が神社にお参りし
て、無事に大人の仲間入りが
出来たことを奉告します。昔は
元服といって社会を荷う責任
を任された事を意味しました。

大切な節目、
大人の仲間入り。

新入学をお祝い

入
学
祭
御
朱
印

お子様の小学校入学を祝い、
健康・安全・学力向上を祈願
します。希望に満ちた学校生
活のはじめの一歩、ご家族お
そろいでおまいりし、よりよい導
きを戴きましょう。

おはらいを受け、
うれしい春をお祝い。

※通常の御朱印帳としてもご利用いただけます。  ※人生儀礼御朱印を受けられる方は白山会館受付にお申し出ください。
※人生儀礼御朱印は朱印料をいただいておりません。
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